
解答例
[I]
(1) 1960 年代および 1970 年代の初め、私が大学で日本研究を専攻した際、同じ研究をし
ている大半の人々と同様、日本のことを理解せず、日本に共感を抱かない世界に説明をす
るのが私の任務であるとの見解にいたった。
(2)検閲より強かったのは郷愁の力である。日本についての専門家は、美しく芸術的で効率
的な日本が存在していると信じて、それに心焦がれる。また不幸な現実があるせいで理想
郷の幻想によりしがみつくことになるのだ。
(3)それゆえに、禅や茶道の専門家が、自然に対する日本の愛を表す俳句を朗誦しながら
も、河川や海岸のコンクリート化について語りはしないのである。
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